
子どもの日特別企画「赤ちゃん写真集」
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松
まつむら

村 優
ゆりん

凛ちゃん
（二西）

増
ますだ

田 宗
そうじろう

二朗ちゃん
（二東）

堀
ほりうち

内 蓮
れんと

斗ちゃん
（おかの台）

有
ありた

田 瑠
る い

那ちゃん

髙
たかつか

塚 凜
りん

ちゃん
（二東）

松
まつだ

田 結
ゆうと

斗ちゃん
（猪熊）

檪
くぬぎお

尾 清
せいた

太ちゃん
（二東）

西
にしかど

門 凛
り お

乙ちゃん
（頃末南）

東
とうもと

本 悠
ゆうた

汰ちゃん

田
たなか

中 琉
る い

已ちゃん

板
いたばし

橋 銀
ぎんじ

時ちゃん

（樋口東）

（伊左座）

（下二東）

尾
おがた

形 菜
ななみ

美ちゃん

井
いのうえ

上 凌
り く

玖ちゃん

田
たなか

中 弾
だん

ちゃん

（古賀）

（二東）

（二東）

内
うちやま

山 ひなのちゃん

岩
いわぶち

淵 紗
さ ら

羅ちゃん

岩
いわさ

佐 春
はるね

音ちゃん

（猪熊）

（伊左座）

（猪熊）

黒
くろき

木 秀
しゅうたろう

太郎ちゃん
（二東）

伊
いとう

藤 湊
みなと

ちゃん
（二西）

野
のもと

元 椿
つばき

紀ちゃん
（古賀）

白
しらかわ

川 眞
ま ほ

帆ちゃん
（吉田西）

中
なかもり

森 美
みつき

月ちゃん
（梅ノ木団地）

西
にしやま

山 陽
ひ な た

菜樂ちゃん
（二東） （下二西）

志
し が

賀 茉
ま り の

里乃ちゃん
（頃末南）

南
なんばら

原 友
ともか

佳ちゃん
（吉田西）

秋
あきまる

丸 樹
じゅり

莉ちゃん
（猪熊）

藤
ふじえ

江 岳
がく

ちゃん
（頃末南）

奥
おくの

野 茉
まつり

里ちゃん
（猪熊）

坂
さかい

井 鈴
りおん

音ちゃん
（頃末北）

福
ふくしろ

城 潤
じゅん

ちゃん
（高尾）

松
まつお

尾 凛
り あ

愛ちゃん 原
はら

 美
み お

緒ちゃん
（頃末北）

江
えぐち

口 日
ひ な と

那斗ちゃん
（頃末北）

吉
よしもと

本 琉
りゅうま

磨ちゃん
（中央）（二西）

名
なもと

本 楓
かなみ

未ちゃん
（宮尾台）

荒
あらまき

牧 一
かずと

翔ちゃん
（二東）

糸
いといね

稲 來
らいと

仁ちゃん
（二東）

山
やまなか

中 悠
ゆうせい

聖ちゃん
（頃末南）

中
なかぞの

園 梨
り お な

央奈ちゃん
（高尾）

上
うえの

野 結
ゆづき

月ちゃん
（頃末北）

（二東）

重
しげおか

岡 優
ゆづき

月ちゃん
（朳）

上
うえだ

田 真
まいく

育ちゃん
（二東）

桶
おけもと

本 千
ち さ

紗ちゃん
（緑ケ丘）

　泉
いまいずみ

 翔
かける

塁ちゃん

永
ながの

野 大
だいき

喜ちゃん
（吉田西）



予
算
を
見
る
と
、
町
が
力
を
入
れ
て
い
る
こ
と
、
推
進
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

平
成
29
年
度
の
一
般
会
計
予
算
額
は
、
96
億
４
０
０
０
万
円
と
な
り
、
前
年
度
か
ら
３
０�

０
０
万
円
増
加
し
ま
し
た
。
今
号
で
は
、
平
成
29
年
度
予
算
の
内
容
を
み
て
い
き
ま
す
。

�
●
問
い
合
わ
せ
　
役
場
財
務
係
☎
２
０
１
局
４
３
２
１
番

ま
ち
の
お
金
の
使
い
方

平
成
29
年
度
予
算

設
備
改
修
で
繰
入
金
の
増
加

国
庫
支
出
金
や
町
債
は
減
額

福
祉
関
係
経
費
は
増
加

建
設
関
係
、
借
金
返
済
は
減
額

用語解説

　

歳
出
総
額
を
性
質
別
で
前
年
度
と
比

較
す
る
と
、
扶
助
費
で
は
、
認
定
こ
ど

も
園
な
ど
へ
の
負
担
金
や
、
障
害
者
福

祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
費
の
増
加
な
ど
で
１

億
４
４
３
７
万
円
の
増
額
と
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
国
民
健
康
保
険
事
業
費
や

後
期
高
齢
者
医
療
事
業
費
が
増
額
と
な

っ
た
こ
と
で
、
こ
れ
ら
の
特
別
会
計
へ

の
繰
出
金
が
そ
れ
ぞ
れ
、
６
２
６
３
万

円
、
１
５
１
５
万
円
の
増
額
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

一
方
、
普
通
建
設
事
業
費
で
は
、
小

中
学
校
の
普
通
教
室
の
エ
ア
コ
ン
設
置

事
業
が
完
了
し
た
こ
と
で
１
億
６
６
７

４
万
円
の
減
額
、
公
債
費
は
、
過
去
の

町
債
の
返
済
が
終
了
し
た
こ
と
で
４
１

０
３
万
円
の
減
額
と
な
り
ま
し
た
。

　

歳
入
を
財
源
別
に
前
年
度
と
比
較
す

る
と
、
自
主
財
源
全
体
で
は
１
億
９
８

０
３
万
円
の
増
額
と
な
り
ま
し
た
。
こ

れ
は
、
繰
入
金
が
１
億
９
４
２
１
万
円

増
加
し
、
総
額
で
６
億
１
６
０
０
万
円

と
な
っ
た
こ
と
が
影
響
し
て
い
ま
す
。

繰
入
金
の
内
容
で
最
も
大
き
な
も
の
は

公
共
施
設
等
整
備
基
金
か
ら
の
２
億
７

０
０
０
万
円
の
繰
り
入
れ
で
、
庁
舎
の

空
調
設
備
や
非
常
用
電
源
の
改
修
工
事

な
ど
を
行
う
た
め
の
費
用
に
充
て
る
予

定
と
し
て
い
ま
す
。

　

依
存
財
源
全
体
で
は
１
億
６
８
０
３

万
円
の
減
額
と
な
り
ま
し
た
。こ
れ
は
、

学
校
関
連
工
事
が
減
り
、そ
れ
に
伴
い
、

国
庫
支
出
金
が
１
億
７
６
３
７
万
円
、

町
債
が
１
億
３
５
４
０
万
円
減
と
な
っ

た
こ
と
が
大
き
く
影
響
し
て
い
ま
す
。

96億4,000万円
平成 29 年度一般会計予算は

その他の会計
　特定の財源でその事業を行う場合は、
特別会計を設けて一般会計と別に管理す
ることができます。町の特別会計には、
国民健康保険事業特別会計、後期高齢者 
医療特別会計があります。
　公共下水道事業特別会計は、経営状況
を明確化するため、平成 29 年度から公共 
下水道事業会計に変わりました。地域下
水道事業特別会計は事業が完了し、平成
28 年度で廃止されています。

平成28年度
からの繰越事業
　平成 28 年度の途中から実施すること
が決定した事業などは、年度内に完了し
なかった場合、翌年度に繰り越されるこ
とがあります。
　平成 29 年度の予算には反映されませ
んが、平成 28 年度の繰越事業の予算額
は８億 2,868 万円と大きくなっています。
主な事業内容とその予算額は下の表のと
おりです。

主な事業名 繰越金額

小中学校トイレ
改修事業

３億1,066万円

小中学校特別教室等
エアコン設置事業

１億5,387万円

臨時福祉給付金
（経済対策分）給付事業

１億1,032万円

周遊拠点整備事業 7,347万円

みずまきでかにんにく
加工施設整備事業

5,472万円

83億
1,800万円

87億
8,000万円

91億
8,000万円

96億
1,000万円

一般会計予算額の推移

歳入

自 主
 財
 源

依
 存
 財 源

地方交付税  24.9%
24 億円

町税  26.1%
25 億 1,535 万円

繰入金  6.4％
６億 1,600 万円

地方消費税交付金  5.0%
４億 8,000 万円

国庫支出金  13.1%
12 億 6,069 万円

県支出金  7.6%
７億 3,229 万円

その他（※）  1.4%
１億 3,470 万円

町債  6.7%
６億 4,950万円

※【依存財源その他内訳】
　地方譲与税、株式等譲渡所得 

割交付金、地方特例交付金、
配当割交付金、自動車取得税
交付金、交通安全対策特別交 
付金、利子割交付金

【自主財源その他内訳】
分担金及び負担金、諸収入、
繰越金、寄附金、財産収入

その他  5.1%
４億 9,105 万円

使用料及び手数料  3.7%
３億 6,042 万円

個人町民税 10 億 5,950 万円
法人町民税 １億 9,165 万円
固定資産税 9 億 8,630 万円
軽自動車税 7,150 万円

市町村たばこ税 ２億　640 万円

町税計 25 億 1,535 万円

【町税内訳】

歳出
（性質別分類）

扶助費  22.9%
22 億 380 万円

物件費  15.1%
14 億 5,940 万円

補助費等  15.8%
15 億 2,650 万円

繰出金  13.4%
12 億 8,629 万円

人件費  12.3%
11 億 8,932 万円

普通建設事業費  11.8%
11 億 3,910 万円

その他  2.7%
２億 6,081万円

【内　訳】
維持補修費、積立金、貸付金、予備費

公債費  6.0%
５億 7,478 万円

　平成25年度からの一般会計の予算額は増加しています。平成 
26年度は、臨時福祉給付金給付事業が始まったことや基金の統 
廃合、平成 27・28 年度は、小中学校へのエアコン設置や認定こ 
ども園の新設などが要因となっています。

96億
4,000万円

25年度 26年度 27年度 28年度 29年度

【歳入】

●自主財源　家計に例えると、給料や貯金から 

使うお金のこと

●依存財源　家計に例えると、借金や親からの 

援助などのこと

●繰入金　町の貯金である基金から、必要に応 

じて取り崩すお金

●使用料及び手数料　施設利用者などが負担す

　る料金収入

●地方交付税　どの市町村に住んでいても一定

水準の行政サービスが受けられるように、国

から市町村へ交付されるお金

●国庫・県支出金　国や県が特定の事業への使 

い道を指定して、町に交付するお金

●町債　財源不足などを補うために借り入れるお金

【歳出】

●性質別分類　予算・決算を分析するための分

類で、人件費などの性質別に分類したもの

●扶助費　住民の福祉を支えるために必要な経費

●補助費等　団体への助成金や、一部事務組合

への負担金

●繰出金　一般会計から特別会計などへの支出

●普通建設事業費　道路、学校などの建設事業

にかかる経費

●公債費　借り入れたお金（町債）を返済するた

めの経費70億

100億

80億

90億

【平成 29 年度予算額】

●国民健康保険事業特別会計

43 億 5,000 万円　
●後期高齢者医療特別会計

４億 2,500 万円　
●公共下水道事業会計

▷収益的収入　 ７億 5,206 万円
▷収益的支出　 ７億 8,314 万円
▷資本的収入　 ８億 9,963 万円
▷資本的支出　 10億 2,816 万円

3 ◉ 広報みずまき 2017.5.10 2◉ 広報みずまき 2017.5.10



６つの視点で見る
主な事業と予算額
町のお金は、どの事業にどれぐらい使われていくのでしょうか。

６つの分野の予算から、新しく取り組む事業や予算額の大きな

事業を中心に紹介します。

教
　
育

６つの視点

Ⅰ 子育て支援

Ⅲ 安全・安心

Ⅴ 福　祉

Ⅱ 教　育

Ⅳ 移住・定住

Ⅵ 都市基盤

　

子
育
て
世
代
の
支
援
に
取
り

組
む
た
め
に
、
子
ど
も
医
療
費

の
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
28
年
10
月
に
は
、
全
て

の
医
療
費
が
無
料
と
な
る
対
象

を
町
内
に
住
む
中
学
３
年
生
の

子
ど
も
ま
で
拡
大
し
ま
し
た
。

　

子
ど
も
を
産
み
育
て
や
す
い

町
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
く
た

め
に
、
引
き
続
き
助
成
を
行
い

ま
す
。

　

平
成
28
年
度
は
、
町
内
全

て
の
小
中
学
校
に
電
子
黒
板

や
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
設
置

と
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
環
境
の
整
備

が
完
了
し
ま
し
た
。

　

平
成
29
年
度
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ

機
器
の
使
用
や
保
守
に
か
か

る
予
算
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
教
職
員
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機

器
の
活
用
サ
ポ
ー
ト
を
行
う

Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
を
引
き
続
き

配
置
し
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
積
極
的

に
活
用
し
た
教
育
を
推
進
し

ま
す
。

　

放
課
後
の
児
童
の
見
守
り

と
健
全
な
育
成
を
目
的
に
、

児
童
ク
ラ
ブ
の
運
営
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

児
童
ク
ラ
ブ
は
各
小
学
校

に
あ
り
、
保
護
者
が
働
い
て

い
る
な
ど
の
理
由
で
、
放
課

後
、
誰
も
見
守
っ
て
く
れ
る

人
が
い
な
い
小
学
生
を
預
か

る
施
設
で
す
。

　

平
成
29
年
度
は
、
利
用
者

の
増
加
に
対
応
す
る
た
め
、

伊
左
座
児
童
ク
ラ
ブ
の
新
築

棟
を
建
設
し
ま
す
。

　

小
学
５
・
６
年
生
で
英
語
科

目
の
正
式
な
教
科
化
へ
の
対
応

と
中
学
校
の
英
語
教
育
の
充
実

を
図
る
た
め
、
小
中
学
校
の
教

職
員
に
研
修
を
実
施
し
ま
す
。

　

ま
た
、
外
国
語
指
導
助
手
を

増
員
し
、
子
ど
も
た
ち
の
英
語

力
の
向
上
を
図
り
、
海
外
の
人

と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

楽
し
く
感
じ
ら
れ
る
よ
う
な
英

語
教
育
を
推
進
し
ま
す
。

　

妊
婦
健
診
や

乳
児
全
戸
訪
問

事
業
、
乳
幼
児

健
診
な
ど
、
母

子
の
健
康
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
事

業
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

平
成
29
年
度
は
新
た
に
５
歳
っ

子
す
く
す
く
相
談
事
業
を
開
始
し

ま
す
。
こ
の
事
業
で
は
、
臨
床
心

理
士
等
が
保
育
所
、
幼
稚
園
を
訪

問
し
、
子
ど
も
の
健
康
保
持
増
進

と
就
学
の
準
備
を
整
え
る
た
め
、

●
母
子
保
健
事
業

�

４
０
０
２
万
円

●
第
二
保
育
所
等
照
明
改
修

�

３
９
８
万
円

●
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業

�

６
１
０
万
円

園
や
保
護
者
へ
の
適
切
な
支
援
を

行
い
ま
す
。

　

水
巻
町
第
二
保
育
所
と
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー
の
照
明
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ

化
を
行
い
ま
す
。

　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
楽

し
く
育
児
に
取
り
組
め
る
よ
う
な

支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
親
子
で

参
加
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
行

い
、
引
き
続
き
子
育
て
支
援
の
充

実
を
図
り
ま
す
。

　

快
適
な
学
習
環
境
を
つ
く
る
た

め
、
小
中
学
校
の
施
設
整
備
を
行

い
ま
す
。

　

猪
熊
小
学
校
と
朳
小
学
校
で
は
、

災
害
時
な
ど
の
緊
急
時
に
対
応
す

る
た
め
、
放
送
設
備
の
更
新
工
事

を
行
い
ま
す
。
猪
熊
小
学
校
は
、

平
成
28
年
度
に
引
き
続
き
防
音
サ

ッ
シ
の
改
修
工
事
も
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
環
境
問
題
に
配
慮
し
た

学
校
給
食
を
実
施
す
る
た
め
、
中

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
に
生
ご
み
処

理
機
を
設
置
し
ま
す
。
生
ご
み
を

堆
肥
化
す
る
こ
と
で
食
品
廃
棄
物

の
減
量
化
を
図
り
ま
す
。

　

地
域
主
体

で
寺
子
屋
事

業
を
実
施
す

る
場
合
に
、

補
助
金
な
ど

で
支
援
す
る

制
度
を
新
設

し
、
地
域
で

子
ど
も
を
育
て
る
環
境
を
整
備
し

ま
し
た
。
寺
子
屋
事
業
は
、
小
学

生
の
学
習
習
慣
の
定
着
を
目
的
に

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
が
子
ど

も
の
学
習
を
見
守
る
事
業
で
す
。

●
寺
子
屋
事
業

�

１
１
６
万
円

●
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の
充
実

�

４
１
７
１
万
円

●
児
童
ク
ラ
ブ
の
充
実

�

９
０
０
６
万
円

●
子
ど
も
医
療

�

１
億
１
０
２
０
万
円

●
英
語
教
育
の
拡
充

�

１
４
７
１
万
円

●
小
中
学
校
施
設
の
整
備

�

７
７
０
５
万
円

Ⅱ

子
育
て
支
援

Ⅰ

父
ち
ゃ
ん
が

待
っ
て
る
よ

あ
っ
ち
で

は
ー
い
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移
住
・
定
住

安
全
・
安
心

福
　
祉

都
市
基
盤

　

町
の
新
し

い
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
を
発

行
し
ま
す
。

　

平
成
28
年

５
月
に
遠
賀

川
河
川
事
務

所
が
発
表
し
た
新
し
い
浸
水
想

定
区
域
図
を
基
に
、
浸
水
想
定

区
域
を
更
新
し
た
も
の
を
掲
載

し
ま
す
。

　

地
震
や
台
風
な
ど
の
災
害
時

に
備
え
て
、
庁
舎
の
非
常
用
電

源
の
容
量
を
拡
充
す
る
工
事
を

行
い
ま
す
。

　

工
事
を
行
う
こ
と
で
、
災
害

時
に
庁
舎
へ
の
電
気
供
給
が
断

た
れ
て
も
、
防
災
無
線
の
電
源

や
他
機
関
と
の
通
信
手
段
を
確

実
に
確
保
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。
ま
た
、
災
害
時
の
指
定

避
難
所
に
な
っ
て
い
る
、
障
害

者
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
耐
震
化
工

今号では、予算を通して町の事業を一部紹介しましたが、他に 

も、さまざまな事業に町の予算は使われています。それらの事 

業は全て、皆さんの生活を支え、町の未来を明るいものにする 

ためのものです。町は、今求められているサービスや、これから 

の町に必要な事業を日々考えながら、皆さんと一緒に行政運

営に取り組んでいきます。

求められるサービスを
一歩ずつ進めていきます

●
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
更
新

�

６
０
２
万
円

●
公
共
施
設
の
災
害
対
策

�

５
０
０
５
万
円

●
自
主
防
災
組
織
の
支
援

�

60
万
円

●
海
抜
表
示
看
板
設
置

�

２
５
０
万
円

事
を
行
い
ま
す
。

　

防
災
意
識
の
向
上
や
避
難
時

間
の
短
縮
を
図
る
た
め
、
町
内

の
１
０
０
本
の
電
信
柱
と
避
難

所
に
海
抜
表
示
看
板
を
設
置
し

ま
す
。
海
抜
は
海
面
を
基
準
に

表
し
た
陸
の
高
さ
の
こ
と
で
、

浸
水
被
害
を
回
避
す
る
た
め
の

目
安
と
な
り
ま
す
。

　

自
然
災
害

が
起
こ
っ
た

と
き
な
ど
の

緊
急
時
に
住

民
に
配
布
す

る
た
め
の
、

備
蓄
食
料
を
購
入
し
ま
す
。

　

地
域
住
民
の
継
続
的
な
防
災

活
動
を
推
進
す
る
た
め
、
町
内

の
自
主
防
災
組
織
の
資
機
材
整

備
な
ど
の
補
助
を
行
い
ま
す
。

　

障
が
い
の
あ
る
人
が
住
み
慣

れ
た
地
域
で
、
い
き
い
き
と
生

活
で
き
る
町
づ
く
り
を
推
進
し

て
い
ま
す
。
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー

の
介
護
が
受
け
ら
れ
る
居
宅
介

護
や
、
介
護
者
が
病
気
に
な
っ

た
と
き
な
ど
に
利
用
す
る
短
期

入
所
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
サ
ー

ビ
ス
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
29
年
度
は
、
サ
ー
ビ
ス

利
用
者
の
増
加
に
伴
っ
て
事
業

費
を
拡
充
し
、
障
が
い
福
祉
の

充
実
を
図
り
ま
す
。

　

高
齢
者
が
安
心
し
て
い
き
い

き
と
暮
ら
せ
る
町
づ
く
り
を
推

進
す
る
た
め
、
介
護
保
険
事
業

や
高
齢
者
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
サ
ー
ビ
ス

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
29
年
度
は
認
知

症
初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム
を
新

た
に
設
置
し
、
認
知
症
へ
の
適

切
な
初
期
対
応
や
相
談
体
制
の

拡
充
を
図
り
ま
す
。

　

え
ぶ
り
山

荘
の
閉
館
に

伴
う
代
替
サ

ー
ビ
ス
と
し

て
、
４
月
か

ら
国
民
宿
舎

「
マ
リ
ン
テ

ラ
ス
あ
し
や
」（
芦
屋
町
山
鹿
）

の
入
浴
施
設
利
用
料
の
一
部
を

助
成
し
て
い
ま
す
。

　

高
齢
者
や

障
が
い
者
、

妊
婦
の
移
動

手
段
を
確
保

す
る
た
め
、

無
料
で
利
用

で
き
る
福
祉

バ
ス
の
運
行
を
引
き
続
き
行
い

ま
す
。
ま
た
、
４
月
か
ら
地
域

の
拠
点
や
利
用
者
の
多
い
停
留

所
だ
け
を
回
る
南
北
線
を
新
設

し
て
い
ま
す
。

●
福
祉
バ
ス
の
拡
充

�

１
７
５
８
万
円

●
介
護
保
険
事
業

�

４
億
９
７
８
４
万
円

●
入
浴
施
設
利
用
料
補
助

�

６
９
７
万
円

●
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス

�

５
億
１
８
８
９
万
円

　

老
朽
化
し

た
道
路
や
橋

梁
を
適
切
に

維
持
管
理
す

る
た
め
に
、

主
要
町
道
の

舗
装
や
橋
梁

補
修
工
事
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
児
童
・
生
徒
の
安
全

を
確
保
す
る
た
め
に
、
交
差
点

の
改
良
や
歩
道
整
備
な
ど
通
学

路
の
安
全
対
策
を
行
い
ま
す
。

　

平
成
30
年
度
か
ら
平
成
33
年

度
に
か
け
て
Ｊ
Ｒ
水
巻
駅
南
口

周
辺
の
整
備
を
行
い
ま
す
。
歩

道
や
ロ
ー
タ
リ
ー
を
整
備
す
る

こ
と
で
混
雑
の
緩
和
や
、
歩
行

者
の
安
全
確
保
を
進
め
、
交
通

拠
点
と
し
て
の
機
能
の
拡
充
を

図
り
ま
す
。平
成
29
年
度
は
、具

体
的
な
整
備
方
針
を
検
討
し
、

再
生
整
備
に
向
け
た
計
画
の
策

定
を
行
い
ま
す
。

　

町
の
都
市
計
画
の
総
合
的
な

指
針
と
し
て
策
定
し
て
い
る
、

都
市
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
見
直

し
を
行
い
ま
す
。

　

国
や
県
と
の
協
議
を
行
い
、

住
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
広
く

取
り
入
れ
な
が
ら
見
直
し
を
進

め
、
地
域
ご
と
の
課
題
に
応
じ

た
土
地
の
利
用
方
針
な
ど
を
検

討
し
ま
す
。

　

町
内
の
公

園
の
安
全
性

を
向
上
さ
せ

る
た
め
、
木

製
遊
具
の
取

替
え
と
外
灯

の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化

を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
引
き
続
き
遠
賀
川
河

川
敷
公
園
の
整
備
を
行
い
、
景

観
保
持
に
努
め
ま
す
。

●
道
路
・
橋
梁
の
安
全
確
保

�

１
億
９
３
６
９
万
円

●
公
園
の
整
備

�

１
５
０
０
万
円

●
Ｊ
Ｒ
水
巻
駅
周
辺
都
市
再

生
整
備
計
画
事
業

�

３
０
０
万
円

●
都
市
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の

見
直
し

�

７
０
０
万
円

　

町
へ
の
移

住
・
定
住
を

促
進
す
る
た

め
、
町
の
魅

力
を
広
く
Ｐ

Ｒ
す
る
シ
テ

ィ
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
事
業
を
行
い
ま
す
。

　

新
た
な
ブ
ラ
ン
ド
イ
メ
ー
ジ

を
用
い
た
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
事

業
に
取
り
組
み
、
町
の
魅
力
を

町
内
外
に
発
信
し
ま
す
。

　

町
内
で
新

た
に
住
宅
を

取
得
し
、
移

住
・
定
住
を

す
る
世
帯
を

支
援
す
る
た

め
の
奨
励
金

を
交
付
し
て
い
ま
す
。

　

新
築
・
建
売
・
中
古
・
マ
ン

シ
ョ
ン
を
問
わ
ず
、
世
帯
状
況

に
応
じ
て
10
万
円
～
30
万
円
の

奨
励
金
を
交
付
し
、
引
き
続
き

町
へ
の
移
住
・
定
住
を
促
進
し

ま
す
。

　

町
内
に
所
有
し
て
い
る
古
家

を
解
体
し
、
そ
の
敷
地
内
に
新

築
住
宅
を
建
築
し
て
居
住
す
る

人
に
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

　

古
家
の
解
体
に
必
要
な
費
用

の
半
額（
上
限
額
50
万
円
）を
補

助
金
と
し
て
交
付
し
、
町
に
定

住
す
る
世
帯
を
支
援
し
ま
す
。

　

町
の
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
に

あ
た
る
、「
水
巻
町
ふ
る
さ
と

応
援
寄
付
制
度
」
の
充
実
を
図

り
ま
す
。

　

寄
付
を
し
て
く
れ
た
人
へ
の

返
礼
品
を
制
定
し
、
ふ
る
さ
と

納
税
サ
イ
ト
を
活
用
し
た
Ｐ
Ｒ

を
行
い
ま
す
。
寄
付
し
や
す
い

環
境
を
整
え
る
こ
と
で
、
新
た

な
町
の
財
源
の
確
保
と
地
域
経

済
の
活
性
化
を
目
指
し
ま
す
。

●
定
住
促
進
奨
励
制
度

�

１
８
０
０
万
円

●
古
家
解
体
支
援
制
度

�

２
０
０
万
円

●
ふ
る
さ
と
応
援
寄
付
制
度

の
拡
充

�

６
７
５
万
円

●
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

�

５
８
０
万
円

Ⅴ Ⅲ

ⅣⅥ

●
備
蓄
食
料
の
購
入

�

２
０
０
万
円

あ
っ
！

父
ち
ゃ
ん

ほ
ら

お
い
で
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あなたの周りの出来事や
身近な話題をお待ちしています の

わたいちま
Town's Topics

　４月 10 日、町内の５つの小学校で入学式が行われ、229 人の
子どもたちが晴れの日を迎えました。ここ頃末小学校でも 48人 
の子どもたちが新１年生に。
　初めて会った同じクラスの仲間たちと仲良く手をつないで入場
した入学式では、とても落ち着いた様子。校長先生や来賓の人た 
ちからの話をしっかりと聞きつつ、６年生が演じてくれた学校生
活の寸劇ではたくさん笑顔を見せ、この先の６年間をとても楽し 
みにしているようでした。その後の教室では、担任の先生から
名前を呼ばれ、一人ひとりが大きな声で返事。小学校生活の第
一歩を元気良く踏み出しました。

　３月 25 日、南部公民館でさくら茶会が行われ、その中の特別 
な催しとして福岡県出身のバイオリニスト、桜井雅彦さんを東京
から招いてのコンサートも開かれました。
　さくら茶会では、水巻南中学校茶道部とそのＯＢの協力を得な 
がら、文化連盟茶道部がお点前を披露。来場者にお茶と茶菓子
が振る舞われました。
　そして桜井さんのコンサートでは、会場があふれるほどの人で満 
員に。クラシックの名曲や最近大流行したなじみの曲の素敵な音 
色が聞いている人たちを包み込み、１年間を通して行われた文化
連盟 30 周年記念事業の締めくくりに桜色の華を添えました。

桜
の
音
色
で
春
を

さ
く
ら
茶
会
と
桜
井
雅
彦
コ
ン
サ
ー
ト

　３月 14 日、中央公民館で馬場三重子さん
（上級終活カウンセラー）を講師に招き、終
活セミナーが行われました。
　「終活は、死ぬ準備をすることではなく、人 
生を自分らしく生き抜く準備をすることで
す」と、話す馬場さん。介護保険の活用方法 
やかかりつけ医の必要性、日常生活での周
囲との関わり方などを、一つ一つ丁寧に説
明しました。
　「終活の中でも、人とつながりを持つこと
は、とっても大事なんです。自分にとって、本 
当につながっていたい人を大切にしてくださ 
い。そのつながりが、気持ちを晴れやかにし、
日々を充実したものにします」と、人とのつ
ながりも終活の一つであることを訴える馬
場さん。参加者はこれからの生活に生かそ
うと、話に聞き入っていました。

　３月 26 日、南部公民館で酒井保さん（ご近所福祉クリエ
ーター）を講師に招き、ご近所福祉推進セミナーが行われま 
した。このセミナーは、高齢者が住み慣れた地域で自分らし 
く暮らすための「地域包括ケアシステム」の構築に向けて、開 
催されたものです。
　講演で、「これからの超高齢社会に対応するためには、住
民が自主的に地域の集まりに参加する『社会性』を地域で培 
うことが何よりも大切です」と、話す酒井さん。町でも、社 
会福祉協議会が中心となって、地域ごとの話し合いの場とな 
る協議体の設置に向けて取り組んでいきます。

自
分
ら
し
く
生
き
抜
く
準
備
を

終
活
セ
ミ
ナ
ー

地域でつくる社会性が大切です
ご近所福祉推進セミナー

　４月６日、遠賀郡消防本部で普通救命救急講
習会が行われました。町からは、４月に採用され 
た新人職員を含む６人の若手職員が参加。遠賀
郡消防本部の救急隊員から、一般に心臓マッサ
ージといわれる胸骨圧迫、人工呼吸、ＡＥＤの使 
用方法など、実技を通じて細かく講習を受けま
した。
　「救急隊員が到着してから救命処置をする場合
と、救急隊員の到着前に一般の人が救命処置を
する場合では、後者の方が社会復帰率が約２倍
高くなります。皆さんの取り組み次第で救命率は 
確実に上がるんです」との隊員の言葉に、町職員 
も緊急時を想定しながら、真剣な表情で取り組
みました。

もしもに備えて、真剣に
普通救命救急講習会

農業の広報活動が評価

　１月 20 日、水巻町農業委員会の発行す
る「農業委員会だより」が、福岡県農業会
議から広報活動表彰を受賞しました。
　これは地域に密着した情報提供活動に
日々取り組んできたことが、評価されたも
のです。受賞おめでとうございます。

計画的な公共施設の運用を

　３月７日、水巻町公共施設等総合管理計 
画審議会から町長へ、公共施設等総合管
理計画が答申されました。
　町はこの計画を基に、将来の少子高齢化 
の進行や財政状況を踏まえた、計画的で効
率の良い公共施設の運用を行っていきます。

建設協会と防災協定

　３月１日、建設協会と町は「災害時にお
ける復旧支援協力に関する協定」を締結し
ました。
　災害時にいち早いインフラの復旧につい
て協力することを取り決め、昼夜を問わず
全力を尽くすことを両者で話し合いました。

元気な笑顔と返事でスタート
小学校入学式
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猪
熊
ベ
ア
ー
ズ
は
、
１
月
に
行
っ
た

創
立
40
周
年
記
念
野
球
大
会
で
熊
本
地

震
へ
の
義
援
金
を
募
り
、
義
援
金
５
万

円
を
日
本
赤
十
字
社
を
通
じ
て
、
現
地

へ
贈
り
ま
し
た
。�

（
猪
熊
ベ
ア
ー
ズ
）

　

山
野
草
展
示
会
を
開
催
し
ま
す
。
初

夏
の
訪
れ
を
感
じ
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
と　

き

▽
６
月
３
日
（
土
）
午
前
９
時
～
午
後

５
時

▽
６
月
４
日
（
日
）
午
前
９
時
～
午
後

３
時

●
と
こ
ろ　

中
央
公
民
館

●
問
い
合
わ
せ　

水
巻
山
野
草
会
（
森

本
）
☎
２
０
２
局
３
６
３
０
番

　

わ
く
わ
く
カ
フ
ェ
＆
ガ
ー
デ
ン
は
地

域
の
寄
り
合
い
場
所
と
し
て
、
皆
さ
ん

に
支
え
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
感
謝
を
込

め
て
皆
さ
ん
と
楽
し
め
る
お
祭
り
を
開

催
し
ま
す
。

●
と　

き　

５
月
20
日（
土
）正
午
か
ら

※
雨
天
決
行
し
ま
す
。

●
と
こ
ろ　

社
会
福
祉
法
人
水
巻
ラ
イ

フ
隣
り
の
コ
ン
テ
ナ
ハ
ウ
ス
（
猪
熊

一
丁
目
６
番
40
号
）

●
内　

容　

劇
団
ろ
ま
ん
倶
楽
部
の
演

劇
、咸か

い
ぎ
か
い

宜
会
の
小
倉
祇
園
太
鼓
、ひ
ょ

っ
と
こ
踊
り
、
ナ
ニ
フ
ラ
福
岡
フ
ラ

ダ
ン
ス
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど

●
費　

用　

無
料

※
飲
食
代
は
実
費
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

わ
く
わ
く
カ
フ
ェ
＆

ガ
ー
デ
ン
（
井
上
）
☎
２
０
２
局
８

９
８
９
番

　

通
常
の
生
け
花
の
指
導
の
他
に
、
テ

ー
ブ
ル
や
玄
関
に
も
飾
れ
る
ア
レ
ン
ジ

体
験
も
行
い
ま
す
。

●
と　

き

▽
５
月
24
日
（
水
）
午
前
９
時
30
分
～

11
時
30
分

▽
６
月
７
日
（
水
）
午
前
９
時
30
分
～

11
時
30
分

●
と
こ
ろ　

南
部
公
民
館

●
費　

用　

１
６
０
０
円

●
申
込
期
限　

各
開
催
日
の
３
日
前

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

専
心
池

坊
（
江
藤
）
☎
（
０
９
０
）
１
１
６

６
局
５
９
３
５
番

　

癒
や
し
の
ハ
ワ
イ
ア
ン
音
楽
で
リ
ラ

ッ
ク
ス
し
ま
し
ょ
う
。
基
礎
か
ら
学
べ

ま
す
の
で
、
誰
で
も
無
理
な
く
楽
し
め

ま
す
。

●
と　

き　

６
月
６
日
～
27
日
の
毎
週

火
曜
日
午
後
７
時
～
８
時
30
分

●
と
こ
ろ　

中
央
公
民
館

●
対　

象　

中
学
生
以
上
の
人

●
定　

員　

20
人

●
費　

用　

無
料

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

レ
ッ
ツ
・

フ
ラ
・
ノ
ヘ
ア（
津
留
）☎（
０
９
０
）�

９
７
９
１
局
１
３
３
９
番

健康づくりシリーズ 360

　サークル・団体の会員募集や講座の案内、

地域の出来事などを投稿してください。ここ

は、読者の皆さんからの記事で作られるペー

ジです。

　広報紙への意見・感想やイラストなども募

集しています。

●問い合わせ　役場企画広報係☎201-4321

みんなの
掲示板

●
問
い
合
わ
せ　

い
き
い
き
ほ
ー
る
健
康
課
☎
２
０
２
局
３
２
１
２
番

こ
ん
に
ち
は
管
理
栄
養
士
で
す

生
け
花
体
験
教
室

専
心
池
坊

フ
ラ
ダ
ン
ス
無
料
体
験

レ
ッ
ツ
・
フ
ラ
・
ノ
ヘ
ア

山
野
草
展
示
会

熊
本
地
震
へ
の
義
援
金

　２月 22 日、美吉野区福祉会ではサロン
「ティータイム美吉野」を開きました。
　これは、居場所づくりや高齢者の見守り
活動の一環で、福祉会の活動で設立したも
のです。今後も毎月第４水曜日の午後に開
き、誰でも立ち寄れる場にしていきます。
●美吉野区福祉会

　４月１日、日本炭鉱殉職者の碑を守る会は、16 人の
参列者で慰霊祭を行いました。この日集まった会員は 
献花を手向け、殉職者に哀悼の意を捧げました。
●日本炭鉱殉職者の碑を守る会

「ティータイム美吉野」
オープン

日本炭鉱殉職者の碑を守る会
慰霊祭を行いました

わ
く
わ
く
２
０
１
７

春
フ
ェ
ス
タ

減
塩
で
健
康
に
。
で
も
お
い
し
く
。

　
毎
年
の
健
診
結
果
で
は
、受
診
者
の
多
く
の
人
が
高
血
圧
の
傾
向
に
あ
り
、そ
の
大
き
な 

理
由
が
塩
分
の
過
剰
な
摂
取
で
す
。
減
塩
は
、日
々
の
食
生
活
へ
の
意
識
が
一
番
大
事
。
作 

る
と
き
と
食
べ
る
と
き
に
す
ぐ
に
実
行
で
き
る
ポ
イ
ン
ト
を
一
緒
に
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　

過
去
の
特
定
健
診
の
結
果
（
別
表
）

か
ら
、
受
診
者
の
う
ち
高
血
圧
（
受
診

勧
奨
値
１
４
０
／
90
以
上
）
の
人
の
割

合
が
、
毎
年
な
か
な
か
減
ら
な
い
状
態

で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。こ
れ
は
、�

高
血
圧
が
自
覚
症
状
の
な
い
ま
ま
に
進

行
し
て
し
ま
う
こ
と
が
大
き
な
要
因
で

す
。
し
か
し
、
自
覚
症
状
が
な
い
か
ら

と
い
っ
て
放
置
す
る
と
、
心
臓
病
や
腎

臓
病
な
ど
の
生
活
習
慣
病
を
引
き
起
こ

す
危
険
性
を
高
め
て
し
ま
い
ま
す
。

　

高
血
圧
の
大
き
な
要
因
の
一
つ
が
、

塩
分
の
過
剰
摂
取
。
食
塩
の
主
成
分
で

あ
る
ナ
ト
リ
ウ
ム
は
人
間
に
と
っ
て
欠

か
せ
な
い
成
分
で
あ
り
、
血
液
に
一
定

濃
度
で
含
ま
れ
ま
す
。
し
か
し
、
塩
分

を
取
り
過
ぎ
る
と
、
腎
臓
か
ら
の
排
出

が
追
い
付
か
な
く
な
り
、
血
液
の
ナ
ト

リ
ウ
ム
濃
度
は
高
く
な
り
ま
す
。
そ
し

て
、
ナ
ト
リ
ウ
ム
濃
度
を
薄
め
よ
う
と

水
分
量
が
増
え
て
血
液
量
が
増
加
す
る

こ
と
が
、
心
臓
に
強
い
負
担
を
か
け
て

し
ま
い
、
血
圧
を
上
昇
さ
せ
ま
す
。

　

年
齢
を
重
ね
て
い
く
と
、
味
覚
機
能

が
弱
ま
り
、
味
を
感
じ
に
く
く
な
る
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
特
に
塩
味
は
味
覚

の
低
下
が
顕
著
で
す
。
薄
味
を
お
い
し

く
感
じ
る
た
め
に
は
、
素
材
の
味
を
生

か
す
工
夫
を
す
る
な
ど
、
毎
日
の
積
み

重
ね
が
大
切
で
す
。
次
に
挙
げ
る
簡
単

な
ポ
イ
ン
ト
を
基
に
、
食
生
活
の
改
善

を
行
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

●
う
ま
味
や
酸
味
を
活
か
す

　

だ
し
汁
を
し
っ
か
り
と
取
る
こ
と
や

減
塩
で
お
い
し
く
作
る

簡
単
な
調
理
法

減
塩
で
お
い
し
く
食
べ
る

３
つ
の
注
意
点

高
血
圧
者
の
割
合
と

過
剰
な
塩
分
が
起
こ
す
症
状

う
ま
味
食
材
を
使
っ
た
料
理
は
、
独
特

の
香
り
や
風
味
が
感
じ
ら
れ
、
薄
味
で

も
お
い
し
く
食
べ
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
酢
や
か
ん
き
つ
類
な
ど
を
利

用
す
る
こ
と
で
、
薄
味
料
理
の
ア
ク
セ

ン
ト
に
な
り
ま
す
。
酸
味
が
苦
手
な
人

は
、
だ
し
汁
や
酒
を
混
ぜ
て
割
酢
に
し

た
り
、
酸
味
の
少
な
い
野
菜
や
果
物
か

ら
使
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

▽
う
ま
味
食
材　

か
つ
お
節
、煮
干
し
、

昆
布
、
干
し
椎
茸
、
干
し
エ
ビ
な
ど

▽
か
ん
き
つ
類　

レ
モ
ン
、
カ
ボ
ス
、

ユ
ズ
、
す
だ
ち
な
ど

●
煮
物
は
す
ぐ
に
味
見
し
な
い

　

煮
物
は
煮
上
が
っ
て
火
を
消
し
、
10

分
ほ
ど
置
い
て
お
く
こ
と
で
味
が
浸
透

し
ま
す
。
そ
の
た
め
、
出
来
上
が
り
直

後
に
味
見
を
し
た
場
合
、
味
が
薄
く
物

足
り
な
く
感
じ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

す
ぐ
に
調
味
料
を
足
さ
ず
に
、
少
し
時

間
を
置
い
て
み
て
薄
味
に
仕
上
げ
ま
し

ょ
う
。

●
か
け
る
前
に
味
見
し
よ
う

　

調
味
料
は
引
き
算
し
に
く
い
も
の
。

加
え
る
前
に
必
ず
味
見
を
し
て
み
て
く

だ
さ
い
。
調
味
料
は
必
要
な
分
だ
け
の

量
を
小
皿
に
入
れ
て
、
控
え
め
に
使
い

ま
し
ょ
う
。

●
残
っ
た
汁
や
ス
ー
プ
は
残
そ
う

　

う
ど
ん
や
ラ
ー
メ
ン
な
ど
の
麺
類
に

は
１
杯
６
ｇ
程
度
（
１
日
の
摂
取
量
の

約
８
割
）の
塩
分
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

汁
を
残
す
こ
と
で
、
塩
分
摂
取
量
を
２

～
３
ｇ
減
ら
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
減
塩
は
習
う
よ
り
慣
れ
よ

　

食
事
の
味
付
け
は
家
庭
で
の
習
慣
が

起
因
し
て
い
る
こ
と
が
多
い
で
す
。
５

つ
の
味
覚
（
う
ま
味
、
酸
味
、
苦
味
、

塩
味
、
甘
味
）
を
意
識
し
な
が
ら
味
わ

っ
て
、
減
塩
料
理
の
味
に
慣
れ
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

【過去５年の健診受診者と高血圧の人の割合】

受診者
高血圧
の人

割　合

平成 24 年度 1,864 603 32.3％

平成 25 年度 1,854 573 30.9％

平成 26 年度 1,913 667 34.9％

平成 27 年度 1,847 562 30.4％

平成 28 年度 1,355 474 35.0％

※平成 28 年度は個別健診の集計が完了し
ていないため、集団健診のみの結果です。

健診の受診や血圧管理と
一緒に、食生活への意識
も高めましょう。
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●
と　

き　

５
月
22
日
～
７
月
10
日
・

９
月
25
日
～
11
月
13
日
の
毎
週
月
曜

日
午
後
１
時
30
分
～
３
時（
全
15
回
）

※
10
月
９
日（
月
・
祝
）は
休
止
し
ま
す
。

●
と
こ
ろ　

体
育
セ
ン
タ
ー

●
内　

容　

ス
ト
レ
ッ
チ
、
リ
ズ
ム
体
操

※
安
全
確
認
の
た
め
、
運
動
前
に
血
圧

測
定
を
し
ま
す
。

●
費　

用

▽
65
歳
未
満　

１
８
５
０
円

▽
65
歳
以
上　

１
２
０
０
円

※
い
ず
れ
も
ス
ポ
ー
ツ
保
険
料
で
、
初

回
に
徴
収
し
ま
す
。

　

特
別
整
理
期
間
中
は
、
蔵
書
点
検
や

書
架
の
レ
イ
ア
ウ
ト
変
更
、
開
館
中
に

で
き
な
い
箇
所
の
設
備
点
検
な
ど
を
行

い
ま
す
。

●
と　

き　

５
月
20
日（
土
）～
31
日（
水
）

●
問
い
合
わ
せ　

図
書
館

　

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
推
進
の
た
め
、
平
成

29
年
度
も
夏
季
軽
装
（
ク
ー
ル
ビ
ズ
）

に
取
り
組
み
ま
す
。
ネ
ク
タ
イ
非
着
用

や
ポ
ロ
シ
ャ
ツ
の
着
用
な
ど
、
職
員
の

軽
装
に
ご
理
解
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
町
民
の
皆
さ
ん
も
役
場
に
は

ど
う
ぞ
軽
装
で
来
庁
し
て
く
だ
さ
い
。

●
実
施
期
間　

10
月
31
日
（
火
）
ま
で

●
内　

容　

軽
装
勤
務
の
普
及
・
定
着
、

夏
季
の
適
正
冷
房
温
度
（
28
℃
）
の

推
進

●
持
っ
て
く
る
も
の　

タ
オ
ル
、水
筒
、

上
靴

●
申
込
方
法　

５
月
19
日（
金
）ま
で
に

い
き
い
き
ほ
ー
る
健
康
課
窓
口
ま
た

は
電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

い
き
い

き
ほ
ー
る
健
康
課

　

家
庭
内
の
も
め
ご
と
や
隣
近
所
と
の

ト
ラ
ブ
ル
、
い
じ
め
や
差
別
な
ど
の
相

談
に
人
権
擁
護
委
員
が
応
じ
ま
す
。

●
と　

き　

６
月
１
日
（
木
）
午
前
10

時
～
午
後
３
時

※
受
け
付
け
は
、
午
前
９
時
50
分
～
午

後
２
時
30
分
で
す
。

●
と
こ
ろ　

岡
垣
町
東
部
公
民
館
（
岡

垣
町
東
松
原
）

●
問
い
合
わ
せ　

北
九
州
人
権
擁
護
委

員
協
議
会
（
福
岡
法
務
局
北
九
州
支

局
内
）
☎
５
６
１
局
３
５
４
２
番

　

各
専
門
員
が
専
門
分
野
に
応
じ
て
、

無
料
相
談
を
行
い
ま
す
。
事
前
の
予
約

は
不
要
で
す
。

●
と　

き　

６
月
３
日
（
土
）
午
前
10

時
～
午
後
４
時

※
受
け
付
け
は
午
後
３
時
30
分
ま
で
で
す
。

※
相
談
は
１
人
30
分
ま
で
で
す
。

●
と
こ
ろ　

北
九
州
市
立
商
工
貿
易
会

館
（
小
倉
北
区
古
船
場
町
）

●
相
談
員　

弁
護
士
、
公
認
会
計
士
、

税
理
士
、
司
法
書
士
、
土
地
家
屋
調

査
士
、
不
動
産
鑑
定
士
、
行
政
書
士
、

社
会
保
険
労
務
士
、
弁
理
士

●
費　

用　

無
料

●
問
い
合
わ
せ　

福
岡
県
専
門
職
団
体

連
絡
協
議
会
☎
（
０
９
２
）
７
１
５

局
４
３
１
７
番

【
住
民
相
談
】

　

高
齢
や
身
体
が
不
自
由
な
ど
の
理
由

で
、
相
談
に
来
る
こ
と
が
で
き
な
い
人

は
相
談
員
が
自
宅
を
訪
問
し
ま
す
。

　

日
常
の
悩
み
を
一
人
で
抱
え
込
ま
ず

に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

●
と　

き　

毎
週
月
曜
日
・
金
曜
日（
祝

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
人
事
秘
書
係

【
中
央
公
民
館 
春
の
文
化
祭
】

●
と
き
・
内
容

▽
５
月
26
日（
金
）～
28
日（
日
）・
さ
つ

き
展

▽
５
月
27
日（
土
）～
６
月
４
日（
日
）・

文
化
連
盟
美
術
工
芸
部
作
品
展

▽
５
月
27
日
（
土
）
午
後
０
時
30
分
～

４
時
・
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
春
の
芸
術
祭

※
５
月
27
日
（
土
）
は
、
さ
ま
ざ
ま
な

文
化
団
体
の
指
導
者
が
磨
か
れ
た
技

を
披
露
し
ま
す
。
観
覧
に
は
チ
ケ
ッ

ト
（
５
０
０
円
）
が
必
要
で
、
販
売

は
中
央
公
民
館
窓
口
で
行
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
午
前
11
時
か
ら
カ
フ
ェ

コ
ー
ナ
ー
も
行
い
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

文
化
連
盟
事
務
局（
中�

央
公
民
館
内
）
☎
２
０
１
局
０
４
０�

１
番

【
南
部
公
民
館 

春
の
文
化
祭
】

●
と
き
・
内
容

▽
５
月
27
日（
土
）～
６
月
６
日（
火
）・

町
内
の
保
育
園
児
、
幼
稚
園
児
の
絵

画
作
品
や
サ
ー
ク
ル
の
ク
レ
パ
ス
画

の
展
示

●
問
い
合
わ
せ　

南
部
公
民
館

　

遠
賀
郡
４
町
と
中
間
市
で
手
話
奉
仕

員
養
成
講
座
を
合
同
で
行
い
ま
す
。
手

話
奉
仕
員
の
入
門
課
程
を
学
ん
で
み
ま

せ
ん
か
。

●
と　

き　

６
月
28
日
～
11
月
22
日
の

水
曜
日
午
後
７
時
～
９
時
・
全
20
回

※
８
月
16
日
（
水
）
と
11
月
１
日
（
水
）

は
開
催
し
ま
せ
ん
。

●
と
こ
ろ　

芦
屋
町
中
央
公
民
館
（
芦

屋
町
中
ノ
浜
）

●
対　

象　

手
話
に
興
味
が
あ
り
、
遠

賀
郡
・
中
間
市
に
住
ん
で
い
る
人
ま

た
は
勤
務
先
が
あ
る
人

●
定　

員　

40
人
程
度
（
抽
選
）

●
費　

用　

３
２
４
０
円（
テ
キ
ス
ト
代
）

●
申
込
期
限　

６
月
５
日
（
月
）

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

役
場
障

が
い
支
援
係

　

自
動
車
税
は
、
毎
年
４
月
１
日
時
点

の
所
有
者
に
課
税
さ
れ
ま
す
。
納
期
限

内
に
必
ず
納
め
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
下
取
り
や
廃
車
に
し
た
自
動

車
の
納
税
通
知
書
が
届
い
た
場
合
は
、

３
月
31
日
ま
で
に
移
転
な
ど
の
登
録
手

続
が
済
ん
で
な
い
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま

す
。
依
頼
を
し
た
販
売
会
社
な
ど
に
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ　

福
岡
県
北
九
州
西
県

税
事
務
所
自
動
車
税
係
☎
６
６
２
局

９
３
１
２
番

　

工
場
、
店
舗
な
ど
に
あ
る
古
い
電
気

機
器
に
は
、
環
境
と
人
体
に
極
め
て
有

害
な
高
濃
度
Ｐ
Ｃ
Ｂ
が
含
ま
れ
て
い
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

所
有
す
る
機
器
に
Ｐ
Ｃ
Ｂ
が
含
ま
れ

て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
場
合
は
、
速

や
か
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

●
対
象
機
器　

大
型
変
圧
器
、
コ
ン
デ

ン
サ
ー
な
ど

●
処
分
期
限　

平
成
30
年
３
月
31
日（
土
）

●
問
い
合
わ
せ　

宗
像
・
遠
賀
保
健
福

祉
環
境
事
務
所
環
境
指
導
課
☎
（
０

９
４
０
）
３
６
局
６
３
２
２
番

日
は
除
く
）
午
後
１
時
～
４
時

※
受
け
付
け
は
午
後
３
時
30
分
ま
で
で
す
。

※
相
談
は
電
話
で
も
受
け
付
け
ま
す
。

●
相
談
員　

住
民
相
談
員

【
司
法
書
士
の
無
料
法
律
相
談
】

●
と　

き　

５
月
13
日
（
土
）
午
後
１

時
～
４
時

※
受
け
付
け
は
午
後
０
時
50
分
～
３
時

30
分
で
す
。

●
内　

容　

財
産
、
相
続
、
多
重
債
務

な
ど
の
相
談

●
相
談
員　

司
法
書
士

【
介
護
相
談
】

　

介
護
に
つ
い
て
困
っ
て
い
る
こ
と
や

悩
ん
で
い
る
こ
と
が
あ
れ
ば
、
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。

●
と　

き　

５
月
17
日
（
水
）
午
後
１

時
～
４
時

●
相
談
員　

介
護
支
援
専
門
員

【
共
通
事
項
】

●
と
こ
ろ　

社
会
福
祉
協
議
会
事
務
局

（
い
き
い
き
ほ
ー
る
２
階
）

●
問
い
合
わ
せ　

社
会
福
祉
協
議
会

　

☎
２
０
２
局
３
７
０
０
番

�

社
会
福
祉
協
議
会

�

３
月
10
日
～
４
月
６
日
受
付
分

【
一
般
寄
付
】

匿
名
１
件

【
香
典
返
し
寄
付
】

猪
熊�

故
・
宮
本
ヨ
シ
エ
様

�

原
田　

幸
子
様

新
生
街�

故
・
下
貞
キ
ク
子
様

�

下
貞　

忠
利
様

有
料
広
告
欄

特
別
整
理
期
間
中
は

図
書
館
を
休
館
し
ま
す

【遠賀・中間の休日救急医療】
遠賀中間休日
急病センター ☎ 282-9919

水巻町役場 ☎ 201-4321
FAX 201-4423

中央公民館 ☎ 201-0401
FAX 201-0411

南部公民館 ☎ 202-2472
FAX 202-2473

子育て
支援センター

☎ 203-5772
FAX 203-5806

児童少年
相談センター

☎ 203-1555
FAX 203-1553

図書館 ☎ 201-5000
FAX 201-0995

歴史資料館 ☎ 201-0999

障害者
福祉センター ☎ 201-0794

高齢者
福祉センター ☎ 201-3344

いきいきほーる

・健康課 ☎ 202-3212
FAX 202-3621

総合運動公園

・スポーツ振興係

・テニスコート 

☎ 201-4000
☎ 201-5757

コミュニティ無線
確認ダイヤル ☎ 201-9119

北九州市上下水道局

・お客様センター

・西部工事事務所 

☎ 582-3031
☎ 644-7820

役場の夜間窓口
●と　き　毎週木曜日午後５時15
分～７時
※祝日・休日は除きます。
●開設窓口　住民課、福祉課、税
務課、上下水道課、学校教育課、
子育て支援係、環境係、住宅係
※一部行えない手続きがあります。

　古家を解体し、その敷地内に新しく家を建て替 
える人に、解体費用を補助します。
●対　象　次の条件を全て満たす人
▷平成 29 年４月１日～平成 32 年３月 31日に、本

人居住用の新築住宅を建築するために古家を解
体し、平成 32 年１月 31日までに申請できる人

▷解体する古家の所有者である人
▷古家の解体後２年以内に新築住宅を建築し、居 

住する予定がある人
▷世帯全員が町税などの滞納がない人
▷暴力団員でないまたは暴力団員でなくなった日

から５年経過している人
●補助金額　対象経費の半額（上限額 50 万円）
※1,000 円未満の端数は、切り捨てます。
●申込期限　平成 30 年１月 31日（水）
※平成 30 年２月以降に申請する人は、平成 30 年 

４月以降の受付となります。
●問い合わせ　詳しくは役場住宅係へ

古家解体支援制度 夏
季
軽
装（
ク
ー
ル
ビ
ズ
）
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す

手
話
奉
仕
員

養
成
講
座
（
入
門
課
程
）

社
会
福
祉
協
議
会
の

相
談
事
業

全
国
一
斉

特
設
人
権
相
談
所

く
ら
し
・
事
業
な
ん
で
も
相
談
会

専
門
職
団
体
連
絡
協
議
会

自
動
車
税
の
納
期
限
は

５
月
31
日
（
水
）
で
す

み
ん
な
で
一
緒
に

す
ま
い
る
体
操

中
央
公
民
館
・
南
部
公
民
館

春
の
文
化
祭

Ｐ
Ｃ
Ｂ
を
含
む
機
器
が

残
っ
て
い
ま
せ
ん
か

〒８０７－００５１遠賀郡水巻町立屋敷１－１４－５０ 
学校法人 福岡保健学院 みずまき助産院ひだまりの家 

TEL : 093-201-7731　FAX : 093-201-7741　E メール : jyosanin@hidamari-ie.jp

妊娠、出産、育児、母乳などに関するお問い合わせ、お気軽にご相談ください。

みずまき助産院 ひだまりの家
（ブログ・Facebookもぜひご覧ください）

学校法人 福岡保健学院 http://hidamari-ie.jp

楽しいイベントご案内 ひだまりの家でのんびり過ごしませんか

☆５月 18 日（木）
　午後１時～
▷プレママフェスタ 2017
～これからママになる方へ～
▷赤ちゃんとスキンシップ・お灸体験
・参加費　500 円

☆５月 27 日（土）
　午後２時30 分～
▷白川先生のお話
▷絵本の読み聞かせ
・参加費　100 円
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■
今
号
の
特
集
で
５
ペ
ー
ジ
の
真
ん
中
左

端
か
ら
、
６
ペ
ー
ジ
の
真
ん
中
右
端
に
か

け
て
、
家
族
の
写
真
を
掲
載
し
ま
し
た
。

こ
の
狙
い
は
、
皆
さ
ん
に
と
に
か
く
ペ
ー

ジ
を
め
く
っ
て
も
ら
う
こ
と
。
と
い
う
の

も
、
４
～
７
ペ
ー
ジ
が
一
連
の
記
事
に
な

っ
て
い
た
の
で
、
そ
の
大
き
な
流
れ
を
先

に
把
握
し
て
ほ
し
い
と
思
っ
た
の
で
す
。

　

私
は
、
ま
だ
こ
う
い
っ
た
直
接
的
な
仕

掛
け
し
か
で
き
な
い
で
す
が
、
過
去
の
広

報
紙
を
み
る
と
、
至
る
所
に
工
夫
が
凝
ら

し
て
あ
る
こ
と
に
気
づ
き
ま
す
。
余
白
の

取
り
方
や
線
の
使
い
方
、
写
真
に
映
っ
て

い
る
人
の
向
き
な
ど
、
他
に
も
細
か
な
仕

掛
け
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
も
ち
ろ
ん

こ
れ
は
、
皆
さ
ん
に
少
し
で
も
読
み
や
す

い
記
事
を
提
供
す
る
た
め
。
皆
さ
ん
も
少

し
違
っ
た
視
点
で
広
報
紙
を
読
ん
で
み
る

と
、
違
っ
た
面
白
さ
を
味
わ
え
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
よ
。�

（
田
中
）

■
先
日
、
ち
ょ
っ
と
急
ぎ
で
屋
外
の
写
真

を
撮
ら
な
い
と
い
け
な
い
と
き
が
あ
り
ま

し
た
。
住
民
の
人
の
様
子
も
載
せ
た
か
っ

た
の
で
、
そ
の
場
に
居
合
わ
せ
た
親
子
に

お
願
い
を
し
て
撮
影
。

　

突
然
声
を
か
け
た
私
に
警
戒
す
る
女
の

子
を
怖
が
ら
せ
な
い
よ
う
に
撮
っ
て
い
る

と
、
お
母
さ
ん
か
ら
「
実
は
こ
の
子
の
姉

も
数
か
月
前
に
広
報
紙
に
載
っ
た
ん
で
す

よ
」
と
の
こ
と
。
話
を
聞
く
と
、
そ
れ
は

ま
さ
し
く
私
が
撮
っ
た
写
真
。
私
も
気
に

入
っ
て
い
た
一
枚
だ
っ
た
の
で
、
思
わ
ず

「
あ
の
写
真
、
凄
く
良
か
っ
た
で
す
よ
ね
」

と
自
画
自
賛
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
の

広
報
紙
は
大
切
に
保
管
し
て
く
れ
て
い
る

そ
う
で
す
。
写
真
で
読
者
と
の
つ
な
が
り

を
感
じ
た
ひ
と
と
き
で
し
た
。�

（
小
樋
）

町ホームページでも見られる「広報みずまき」。バックナンバーも楽しめます。 https://www.town.mizumaki.lg.jp/ＷＥＢ広報みずまき

　自宅で介護を受ける高齢者や重度身体障がい
者の寝具を預かり、洗濯・乾燥・消毒を行います。
●対象者
▷寝具の衛生管理が困難な 65 歳以上の１人暮ら 

し高齢者
▷老衰や心身の障がい、傷病などの理由で寝たき 

り状態にある 65 歳以上の高齢者
▷重度の身体障がいのために寝たきり状態の身体 

障がい（児）者
●寝具預かり日　６月７日（水）・８日（木）
●寝具返却日　６月 14 日（水）・15 日（木）
●費　用　敷・掛布団、毛布など３点で 600 円
※マットレスを含む場合は３点で 800 円です。
●申込期限　５月 26 日（金）
●申し込み・問い合わせ
▷役場高齢者支援係☎ 201-4321
▷居住する地区の高齢者支援センター

ふっくら布団で快適な生活を

寝具洗濯サービス

●問い合わせ　役場健康保険係☎ 201-4321

　職場の健康保険に加入し
ている人とその扶養家族、生 
活保護受給者、後期高齢者
医療加入者以外は、全ての人 
が国民健康保険に加入する
必要があります。
　次のことがあった場合は、14 日以内に届け出を
してください。

ことがら 持ってくるもの

加
入
す
る
と
き

他市町村から転入したとき なし

職場の健康保険をやめたとき
健康保険資格喪失証
明書職場の健康保険の扶養家族でな

くなったとき

生活保護を受けなくなったとき 保護廃止決定通知書

子どもが生まれたとき
母子健康手帳・世帯
主の通帳・出産した医
療機関などの領収書

や
め
る
と
き

他市区町村へ転出するとき 国民健康保険証

職場の健康保険に加入したとき
国民健康保険証・職
場の健康保険証職場の健康保険の扶養家族にな

ったとき

生活保護を受けることになった 
とき

国民健康保険証・保
護開始決定通知書

死亡したとき
国民健康保険証・葬
儀を行った人の通帳・
印かん

そ
の
他

住所・世帯主・氏名が変わった 
とき

国民健康保険証
世帯が分かれたり、一緒になっ 
たりしたとき

就学や施設入所で他の市町村に
住むとき

在学証明書や在所証
明書

14日以内に届け出を

国民健康保健の届け出

就職や退職をしたときは
切り替えの手続きを

　就職や退職で、自動的に健康保険が切り

替わることはありません。

　届け出が遅れると、さかのぼって保険税を

請求されたり、健康保険で負担した医療費

の返還請求をされたりすることがありますの

で、注意してください。

どんなとき 内　容 

20 歳になったとき
国民年金に加入する手続き
をします。退職して、厚生年金をやめ

たとき

住所、氏名が変わったとき 
住民票の届け出と同時に手
続きをします。

収入が増えたり雇用保険を
受給したりして、配偶者の
扶養からはずれたとき

国民年金の種別変更の手
続きをします。

将来の年金額に影響します

国民年金各種届け出を忘れずに

　次の届け出は、将来もらえる年金額に影響する 
こともある大切なものです。忘れないように届け
出をしましょう。
※勤め先で厚生年金に加入している人は、役場で 

の届け出は必要ありません。

●問い合わせ　役場医療・保護係☎ 201-4321

　町議会の６月定例会は６月６日（火）に始まり
ます。日程は次のとおりですので、傍聴のときの
参考にしてください。
●議会日程（予定）

６月 ６ 日（火）　本会議（提案）
６月 ９ 日（金）　本会議（質疑・付託）
　　　　　　　　議会運営委員会
６月14 日（水）　本会議（一般質問）
６月15 日（木）　本会議（一般質問）
６月19 日（月）　文厚産建委員会
６月20 日（火）　総務財政委員会
６月22 日（木）　議会運営委員会
６月23 日（金）　本会議（採決）

※各日程の開始時刻は午前10時からです。
※日程は変更になる場合があります。５月下旬の

議会運営委員会で最終決定します。
●問い合わせ　役場議会事務局☎ 201-4321

町議会の６月定例会は
６月６日（火）開会予定です

６月４日（日）は「環境美化の日」です
協働で進めて、みんなで伝える 水巻の環境

　町と水巻町環境美化推進員会議では、ごみのポイ
捨て防止や環境美化意識の向上のため、６月４日（日）
に、町内一斉清掃活動を行います。皆さんの参加を
お願いします。
　詳しい手順は、各自治会で確認してください。
※側溝の清掃、公園の除草や枝の剪

せ ん て い

定などを行う場 
合は、必ず自治会に届けてください。届け出がない 
場合、回収ができないことがあります。

※当日は各自治会配布のボランティア袋を使います。
※もえるごみは、次の通常のごみ収集日に回収します。
※枝の回収は後日行います。
●草を刈ったときの分別に協力してください
▷草ごみ用袋には、枝・泥や他のごみを取り除いて草 

だけを入れるようにします。

▷出された草ごみは、遠賀町の㈱クリエート遠賀で
堆肥にし、皆さんに無料で提供されます。どうぞ
利用してください。

●問い合わせ　役場環境係☎ 201-4321

ごみの種類 袋の色 回収場所

もえるごみ ピンク ごみステーション

もえないごみ 青

各自治会指定の
回収拠点

ビンカンごみ 透明（小）

草ごみ 透明（大）

枝 袋なし

【ごみの分別と回収】

　３月末に頃末北三丁目に新しい公園ができまし
た。この公園は、宅地開発が進み、地域に新しく
住み始めた人たちが、楽しく子育てを行えるように 
と設置されたものです。
　園内は、幼い子どもたち向けの遊具を敷地にゆ
とりを持って設置しています。子どもたちの新しい 
遊び場として、いつでも利用してください。
●問い合わせ　役場都市計画係☎ 201-4321

頃末北に新しい公園
子育てを楽しくできる町へ
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